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『教
おしえぐさ

草』― 明治初期の物産技術を記録する木版画 ―

戸 鹿 野 陽 子

国立国会図書館の蔵書から

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
に
開
催
さ
れ
た
ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会
は
、
明
治
政
府
が
初
め
て
参
加
し

た
国
際
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
明
治
５
（
１
８
７
２
）

年
に
は
太
政
官
正
院
に
博
覧
会
事
務
局
が
設
置
さ

れ
、
博
覧
会
へ
の
出
展
に
向
け
た
物
品
収
集
が
始
ま

る
。
各
府
県
に
対
し
て
も
展
示
品
と
な
る
産
物
及
び

そ
の
調
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
が
行
わ
れ
た
。
こ

う
し
た
日
本
各
地
の
産
物
情
報
の
収
集
は
、
博
覧
会

出
品
物
の
選
定
だ
け
で
は
な
く
、
文
部
省
博
物
館
の

収
蔵
品
収
集
や
国
内
産
物
の
調
査
・
啓
蒙
事
業
も
兼

ね
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
つ
が
今
回
紹
介
す
る

『
教お

し
え
ぐ
さ草』
で
あ
る
。

『
教
草
』
は
、
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
か
ら
明

治
９
（
１
８
７
６
）
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
一
枚

摺
り
の
木
版
画
で
、
諸
産
物
の
製
法
に
つ
い
て
図
画

を
加
え
て
平
易
に
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
再
刻
版

の
書ふ

み
ぶ
く
ろ袋に
は
「
明
治
六
年　

澳
国
博
覧
会
出
品
の
際

に
乗
じ　

各
種
職
業
の
教
草
を
編
成
せ
し
め
」
と
あ

り（
１
）、
前
述
の
博
覧
会
出
品
物
の
選
定
の
た
め
に
収
集

し
た
物
産
情
報
を
も
と
に
編
纂
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
執
筆
者
・
画
家
は
木
版
画
ご
と
に
異
な
っ
て

お
り
、
丹
波
修
治
・
安
岡
百
樹
・
南
部
陳
ら
十
数
名

が
執
筆
者
と
し
て
、
服
部
雪
斎
・
溝
口
月
耕
・
中
嶋

仰
山
ら
７
名
が
画
家
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
本
草
学

関
係
の
学
者
や
画
家
達
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

各
木
版
画
で
は
、
特
定
の
産
物
を
取
り
上
げ
、
そ

今 月 の 一 冊

教草
博覧会事務局, 1872-1874  30 枚 ; 37×50cm 
(折りたたみ19×9cm)　<特1-2838>

「稲米一覧」初版
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の
産
地
や
品
種
、
生
産
過
程
な
ど
を
順
序
立
て
て
解

説
す
る
。
紙
面
の
半
分
程
は
、
解
説
に
対
応
し
た
図

や
絵
に
割
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
稲
米
一
覧
」

で
は
、
は
じ
め
に
稲
に
は
適
し
た
土
地
や
生
育
の
早

さ
か
ら
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
種

ま
き
か
ら
田
植
え
・
稲
刈
り
・
精
米
・
保
存
ま
で
の

工
程
を
行
う
べ
き
時
期
を
示
し
な
が
ら
説
明
し
、
最

後
に
参
考
に
し
た
産
地
を
示
し
て
い
る
。
図
で
は
、

本
文
で
触
れ
た
稲
の
種
類
、
稲
作
の
工
程
、
道
具

が
描
か
れ
て
お
り
、
内
容
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

稲
米
・
砂
糖
・
養
蚕
・
藍
・
製
紙
・
蠟
・
蒔
絵
・

煙
草
な
ど（

２
）、
食
料
・
繊
維
・
工
芸
に
関
連
し
た
産

物
を
中
心
に
、『
教
草
』
は
全
30
枚（

３
）
あ
る
。
明
治
５

（
１
８
７
２
）
年
６
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
藍
一
覧
」

を
皮
切
り
に
、
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
ま
で
次
々

に
刊
行
が
行
わ
れ
た
。し
か
し
、明
治
８（
１
８
７
５
）

年
７
月
に
内
務
省
で
火
災
が
起
こ
り
、
24
枚
の
『
教

草
』
の
版
木
が
消
失
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
明
治

８
（
１
８
７
５
）
年
か
ら
明
治
９
（
１
８
７
６
）
年

に
か
け
て
、
火
災
で
失
わ
れ
た
部
分
の
再
刻
が
行
わ

れ
た
。

当
館
で
は
、３
つ
の
『
教
草
』
を
所
蔵
し
て
お
り
、

火
災
で
版
木
が
焼
失
し
た
部
分
に
つ
い
て
も
「
製
紙

一
覧
」
を
除
い
て
は
初
版
の
所
蔵
が
あ
る
。
初
版
と

再
刻
版
を
比
較
し
て
み
る
と
、
内
容
自
体
に
大
き
な

変
更
は
見
ら
れ
な
い
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
文
言
、
図

「葛わらひかたくり製粉一覧」初版の図
葛・ワラビ・カタクリについて、根の縮図
と製粉の工程をそれぞれ描いている。

「澱粉一覧 上」（右）と「澱粉一覧 下」（左）
澱粉の種類や製法について述べ、海外の澱粉の原料としてタピオカとサゴベイにも触れる。また、上下に分かれ、澱粉になる草根42種を図で表している。
画家は、博物画家として著名な服部雪斎。
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画
の
修
正
も
見
ら
れ
る
。
再
刻
版
の
表
題
に
は
、
新

た
に
「
教
草
第
○
」
と
一
か
ら
二
十
四
ま
で
の
番
号

が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
番
号
は

刊
行
の
順
と
一
致
は
し
な
い
。
新
た
な
解
説
が
加
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
索
麵
一
覧
」
の
最
後
に
は

イ
タ
リ
ア
名
産
の
マ
カ
ロ
ニ
や
長
野
県
柏
原
宿
の
氷

蕎
麦
に
つ
い
て
の
説
明
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
マ
カ

ロ
ニ
の
よ
う
な
海
外
の
産
物
情
報
も
全
体
を
通
じ
て

い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
初
期
の
物
産
技
術
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
編

纂
さ
れ
た
『
教
草
』。
そ
の
後
の
急
速
な
近
代
化
の

中
で
本
来
の
目
的
が
果
た
さ
れ
た
期
間
は
長
く
は
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
殖
産
を
期
し
て
刊
行
さ

れ
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

1　『教草 二』博覧会事務局, 明治 5 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1911531/1/2

2　その他は次の通り：生糸・樟虫・野蚕・葛布・苧麻・草綿・
繊維草木・素麵・葛粉・青花紙・茶・漆・白柿・畳・香蕈・
蜜蜂・油・べに・澱粉（上・下）・褐腐・豆腐。 
当記事内の産物名の表記については、各木版画の表題の表
記から適宜一般的な名称に改めている。木版画の表題の表
記も、版により異なる場合がある。

3　『博物局第三年報』（明治11年）では、三十種と記載され
ている（『東京国立博物館百年史　本編』東京国立博物館 , 
1973, p.136）。別に記載されている「鷹狩一覧」及び「草木
乾腊法」を『教草』に含むこともある。

※引用の旧字は新字に改めた。

３つの『教草』

『教草』
丹波修治 等著ほか 明5-9 ＜特67-212＞
https://dl.ndl.go.jp/pid/12901093

東京府書籍館印本
30枚の『教草』で構成されており、
火災で版木が焼失した部分につい
てはすべて再刻版である。「草綿一
覧（教草第九）」を除いては、「明
治十年図書局交付」と「東京府書
籍館」の印が見える。折本の形に
製本されている。

伊藤圭介（1803-1901）
（出典：「近代日本人の肖像」（https://

www.ndl.go.jp/portrait/datas/233/））

『教草』
博覧会事務局 1872-1876 ＜特7-684＞
https://dl.ndl.go.jp/pid/1911524 （教草一）

伊藤文庫本
14枚*の『教草』で構成されており、初
版と再刻版が混在している。1点ずつ製
本されており、残存する書袋は主に再
刻版のもので、初版の本体と再刻版の
書袋の組み合わせも存在する。
* 稲米、樟虫、葛粉、青花紙、烟草、蠟、
白柿、香蕈、製紙、蜂蜜、べに、澱粉（下）、
褐腐、豆腐

伊藤文庫：
本草学者・伊藤圭介が収集し、
孫の篤太郎が所蔵していた本草
学関係書約2,000 冊で、昭和19

（1944）年に購入した。 白井光太郎（1863-1932）
（出典：「近代日本人の

肖 像 」（https://www.
ndl.go.jp/portrait/datas/ 
6427/））

『教草』
博覧会事務局　1872-1874　 
＜特1-2838＞

白井文庫本
「製紙一覧(教草第二十三)」

を除き、「鷹狩一覧」を加
えた30枚の『教草』で、す
べて初版と考えられる。初
版が収められている書袋に
は、鳥や蝶が描かれている。

白井文庫：
植物学者・白井光太郎が所蔵していた本草学関係書
約 6,000 冊で、昭和15（1940）年から昭和17（1942）
年にかけて購入した。また、昭和 51（1976）年には
遺族から日記や自筆稿本類が寄贈された。

当館には、3つの『教草』が存在する。当館の本草関
係コレクションの中核である白井文庫と伊藤文庫に含
まれる2つの『教草』と東京府書籍館の蔵書印が見ら
れる『教草』がある。

3 国立国会図書館月報 768号 2025.4

https://dl.ndl.go.jp/pid/1911531/1/2
https://dl.ndl.go.jp/pid/12901093
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/233/
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/233/
https://dl.ndl.go.jp/pid/1911524
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/6427/
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/6427/
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/6427/


○参考文献
『教草』恒和出版 , 1977　<DC51-91>
『教草　復刻』つかさ書房, 1980　<YQ2-614>

林誠「長野県立歴史館蔵本『教草』全三〇点の絵画について」『長野県立歴史館研究紀要』24号, 2018.3　<Z8-B400>
阿部大地「ウィーン万国博覧会の展示品収集と「産物大略」」, ペーター・パンツァー, 沓澤宣賢 , 宮田奈奈 編『1873 年ウィーン万国博覧会　
日墺からみた明治日本の姿』思文閣出版 , 2022　<D7-M56>

※< >内は当館請求記号

「漆一覧」の初版（左）
と再刻版（右）

「養蚕一覧」蚕に桑葉を与える図の初版（左）と再刻版（右）
女性の着物の柄が異なる。

「蠟一覧」蜜脾の図の初版（左）と再刻版（右）

仮名垣魯文 編, 
暁 斎 画『 西 洋
料理通』万笈閣, 
1872　<209-
27>

「稲米一覧」、「製茶一覧」、「香蕈一覧」の初版（上）
と再刻版（下）

比べてみる初版と再刻版

○ 表題
再刻版では、「教草第○」と番号が振られている。表題はシンプル
なものが多いが、「製茶一覧」や「香蕈一覧」はデザインが凝って
いる。再刻版では、「製茶一覧」はシンプルな形に変更されている。

○ レイアウト
初版と再刻版で文章と図の位置を変更しているものがある。下に掲げた「漆一覧」のほか、「蒔絵一覧」、「蠟一覧」も文章と図の位置が変更
されている。

○ 図画
図画が差し替わっているものがある。図画の向きや柄の違いなど、
軽微な変更が多い。

○ 内容
産物情報の追加や修正がされているものがある。「索麵一覧」の再刻版（初版での表記は「素麵一覧」）では、赤囲みの部分が追加されている

（下右図）。西洋には筆管状の「通心粉（マカロニ）」というものがあり、長期保存が可能であると記されている。『西洋料理通』などでマカロ
ニが日本に紹介され始めた時期であり、同書（下左図）では、「索麺（マカロニ）」と漢字が当てられている。

「索麵一覧」の再刻版

初版と再刻版には差異が見られる。白井文庫本に含まれる初版と東京府書籍館印本に含まれる再刻版を比較した際の差異をいく
つか紹介する。
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４
月
１
日
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
社
会
人
を
迎
え
、
通
勤

電
車
が
い
つ
も
よ
り
輝
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
研
修
係
に

と
っ
て
は
、年
度
の
最
初
の
研
修
、「
新
規
採
用
職
員
研
修
」

が
始
ま
る
日
で
す
。
１
週
間
後
、
研
修
を
終
え
た
新
人
職

員
が
配
属
先
に
無
事
旅
立
っ
て
行
く
の
を
見
届
け
て
ホ
ッ

と
一
安
心
…
…
す
る
間
も
な
く
、
次
の
研
修
の
準
備
に
取

り
掛
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

研
修
係
で
は
、
新
規
採
用
職
員
研
修
を
は
じ
め
、
入
館

２
・
３
年
目
の
職
員
を
対
象
と
す
る
研
修
、
係
長
級
や
課

長
補
佐
級
、
管
理
職
へ
の
研
修
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

に
応
じ
た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
、
テ
ー
マ
別
の
研
修

や
語
学
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
に
は

感
染
症
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実
施
し
、
多
く
の
職
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、
当
館
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
が
増
え
ま
し
た
。
一
方
で
、
対
面
で
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
等
、
集
合
研
修
な
ら
で
は
の
良

さ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
研
修
内
容
に
応
じ
て
研
修
の
ス
タ

イ
ル
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
研
修
の
準
備
は
、
研
修
に
よ
っ
て
は
半
年
前
、

遅
く
と
も
３
か
月
前
に
は
始
ま
り
ま
す
。
常
に
複
数
の
研

修
の
準
備
や
事
後
作
業
が
同
時
進
行
し
て
い
て
混
乱
す
る

こ
と
も
…
…
。
そ
ん
な
時
は
、
例
え
ば
先
日
実
施
し
た
研

修
“
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
”
の
内
容
を
思
い
出
し
て
頭

を
整
理
。
そ
う
な
ん
で
す
、開
催
す
る
研
修
に
立
ち
会
い
、

運
営
を
行
う
研
修
係
は
、
実
は
学
び
の
機
会
が
多
い
の
が

楽
し
み
の
一
つ
。
研
修
生
と
と
も
に
、
少
し
だ
け
自
分
も

成
長
で
き
（
る
気
が
し
）
ま
す
。

　

ど
の
研
修
も
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
私
が
好
き
な
研
修

の
ひ
と
つ
が
語
学
研
修
で
す
。
図
書
館
で
語
学
研
修
？ 

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
館
で
は
、
海
外
機

関
と
の
業
務
交
流
、
国
際
会
議
へ
の
出
席
、
調
査
業
務
や

外
国
資
料
の
購
入
な
ど
、
語
学
力
が
必
要
と
な
る
シ
ー
ン

は
多
く
あ
り
ま
す
。学
ぶ
言
語
も
、英
語
の
ほ
か
、中
国
語
・

韓
国
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語

な
ど
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
様
々
で
す
。
語
学
研
修

は
数
か
月
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
す
。
参
加
者
が
毎
週
目
に

見
え
て
上
達
す
る
様
子
は
、
研
修
担
当
に
と
っ
て
大
き
な

励
み
に
な
る
の
で
す
。（
課
題
に
苦
労
す
る
姿
を
見
て「
が

ん
ば
れ
！
」
と
熱
く
見
守
っ
て
い
る
の
は
ヒ
ミ
ツ
。）

　

真
剣
な
目
で
研
修
に
取
り
組
む
受
講
者
の
姿
を
見
つ
め

る
こ
と
と
、「
受
講
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
い

た
だ
く
こ
と
が
、
研
修
係
に
と
っ
て
最
大
の
“
ひ
そ
か
な

楽
し
み
”
な
の
で
す
。

    　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
人
事
課 

研
修
係　

お
は
ぎ
）

研修係の
ひそかな楽しみ

準備の整った会場を一人眺めるのもひそかな楽しみ。
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国立国会図書館の研修を、いつでも、どこでも受けられます――。そんな話をご
存じでしょうか？

国立国会図書館は、図書館員を対象とした研修動画を「遠隔研修」として
YouTubeの国立国会図書館公式チャンネルで公開しています。インターネット環境
があれば、自分の都合のよい時間に、職場や自宅、通勤電車の中など、どこからで
も受講することができます。登録は不要で、興味のある方ならどなたでも視聴可能
です。スキルアップのために研修に参加したいけれど、忙しくてまとまった時間が
取れない。立場上、職場を留守にしたり、集合研修に参加したりすることが難しい。
そんな悩みを抱えている図書館員の皆さん、是非、「遠隔研修」を活用してみませんか。

（関西館図書館協力課）

遠隔研修を知っていますか？ 
国立国会図書館の研修を、いつでも、どこでも

国立国会図書館の遠隔研修は、インターネットを通じてより多くの図書館員の方々に研修を受けて
もらおうと、平成18（2006）年度に始まりました。当初は専用のシステムで提供していましたが、平
成30（2018）年度からはYouTube上で提供するようになり、より簡単に視聴できるようになってい
ます（→p.13「遠隔研修のこれまで、これから」参照）。

令和7（2025）年3月末現在、レファレンス業務に関する研修や国立国会図書館のサービス活用に
関する研修、資料保存、デジタル化に関する研修など、37件の講座を提供しています。提供中の講座
の一覧は、国立国会図書館ウェブサイト「遠隔研修のページ」に掲載しています。各講座の詳細ページ
からは、研修動画へのリンクのほか、講義資料や参考サイトへのリンクも張っています。

多くの講座では、国立国会図書館の職員が講師を務めています。研修動画の作成に当たっては、講
師がしっかりと内容を練っているのはもちろんのこと、表現や説明に分かりにくい部分がないかなど、
担当部署でも十分な確認をしています。国立国会図書館が実施した集合研修を録画したものもあり、過
去に対面やライブ配信で研修を受講した方は復習としても受講いただけます。要点をコンパクトにまと
めた講座もありますので、業務のちょっとした合間を利用して学ぶことも可能です。テーマによっては、
各図書館における職員研修の中で活用いただくこともできるでしょう。

本稿では、現在提供している講座の中からいくつかの講座をピックアップして、ご紹介します。
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「

◆研修概要
「国立国会図書館サーチ」「国立国会図書館デジタルコレクション」「リサーチ・ナビ」「レファレンス協
同データベース」という4つのオンラインツールについて、図書館でのレファレンス業務に使うという
観点から、その特長や活用方法を解説しています。それぞれ独立した講座となっているので、関心のあ
るツールを選んで学ぶことができます。

講師からのコメント
利用者が必要とする情報や資料を提示する「レファレンス」と言うと、個別の調べものを直接

的に手伝うことをイメージしがちかもしれません。実は、ツールを整備して利用者や図書館員が
自分たちで調べられるようにする、間接的な手伝いも大切です。国立国会図書館が提供している
レファレンスツールは、間接的な手伝いのひとつの手法です。そうしたツールの特徴や使い方を
ご紹介するこの遠隔研修は、特定の主題の調べ方を学べる研修とはやや性格が異なり、利用者の
調べものをより上手に手伝うことをテーマにしています。国立国会図書館のツールを使いこなす
ための、基礎的な研修と言えるでしょう。理解を深めるためには、録画の特徴を生かし、研修動
画を一時停止してそれぞれのツールを実際に操作しながら学んでいただくのがよいかもしれませ
ん。皆様の日々のレファレンス業務を支えるお手伝いができれば幸いです。

（利用者サービス部サービス企画課）

講座　国立国会図書館の提供するレファレンスツールを使いこなす

講座「国立国会図書館サーチ―国立国会図書館の提供す
るレファレンスツールを使いこなす―」の研修動画より

「国立国会図書館デジタルコレク
ション」の講座　
https://www.ndl.go.jp/jp/library/
training/remote/referencetool_
dl.html

「国立国会図書館サーチ」の講座
https://www.ndl.go.jp/jp/library/
training/remote/referencetool_
ndlsearch.html

「リサーチ・ナビ」の講座
https://www.ndl.go.jp/jp/library/
training/remote/referencetool_
rnavi.html

「レファレンス協同データベース」
の講座
https://www.ndl.go.jp/jp/library/
training/remote/referencetool_crd.
html

◆URL
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◆研修概要
令和4（2022）年11月にオンラインで実施したレファレンスサービス研修「経済社会情報の調べ方」
における2つの講義を録画・編集したものです。1本目の「経済社会情報の調べ方の基礎」では、経済
社会情報を調べるためのツール及び基礎的な統計の調べ方について学びます。2本目の「業界・市場動
向の調べ方」では、国内の業界・市場動向の調べ方のポイントとツールについて学びます。
※システムリニューアルに伴い、オンラインサービスに関する説明が一部、現状と異なる場合があり
ます。

講座　経済社会情報の調べ方

講師からのコメント
この研修は、単なるレファレンスツールの羅列ではなく、経済社会分野に関するレファレンスの

実務に役立つ内容にすることを目指しました。例えば、冒頭では、レファレンスインタビューの重
要性について具体例を交えて説明しています。
「経済社会情報の調べ方の基礎」では、統計類について重点的に説明しました。統計はインターネッ

トで公開されているものも多く、全ての図書館が活用できる情報源です。「総合統計から一次統計へ」
という統計の調べ方の基本を身に付けられるように構成しました。
「業界・市場動向の調べ方」では、リサーチ・ナビの「産業情報ガイド」に重点をおいて説明しました。

経済社会分野のレファレンスでは、「○○市場の動向を知りたい」という質問をよく受けると思いま
す。「産業情報ガイド」では市場情報を調べるための情報源を業種別にまとめています。定期的に内
容を確認し、最新の情報を反映させていますので、この研修で使い方を知っていただき、活用いた
だけたら幸いです。

（利用者サービス部科学技術・経済課）

講座「経済社会情報の調べ方」の研修動画より

◆URL
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/economicsocial.html
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◆研修概要
「使ってみよう人文リンク集！」「レファレンスにはリサーチ・ナビ」という人文情報を調べるツールを
紹介する動画２本と、「人文系の資料の所蔵機関を探す」「ご先祖さまの情報を探す」という解説動画2
本を提供しています。いずれの動画も、初めてレファレンスサービスに携わる方を想定して作成したも
ので、要点を短時間にまとめています。

講座　人文情報の調べ方 （初級編）

講師からのコメント
国立国会図書館で提供している基本のツール、人文分野でよく聞かれるテーマを取り上げ、動画

を見たその日から図書館のカウンターで実践いただけるような研修をご用意しました。
人文リンク集の動画は、まずは人文分野で一推しの基本ツールを知っていただくことを目的とし

ています。人文リンク集は、美術や文学など、人文分野のレファレンスに活用できるデータベース
（約800！）を掲載したウェブページです。初めての方にも使いこなしていただけるよう、画面操作
も紹介しつつポイントを解説しました。

所蔵機関調査とご先祖調べはよくお尋ねのあるテーマではないかと思います。近隣の図書館を含
めて所蔵していない本や、江戸時代のご先祖について聞かれ、戸惑った経験がある方もいらっしゃ
るかもしれません。どのように進めていけば情報が見つかるのか、主な検索手段が事前にわかって
いると調査がスムーズかと考え、わかりやすく基本を解説してみました。

ポイントだけをギュッと詰め込んで、気軽にご覧いただける内容を目指しました。是非ご視聴く
ださい。

（利用者サービス部人文課）

「ご先祖さまの情報を探す」の講義資料より

「人文系の資料の所蔵機関を探す」の講義資料より

◆URL
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/humanities.html
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◆研修概要
全国書誌データを中心に、国立国会図書館の書誌データの特色、目録や文献リスト作成への活用事例や、
利用目的（どのように使いたいか）に応じたデータの入手方法を紹介しています。最後の章の「利用方
法のまとめ」では、目的と利用方法や、サービス名ごとのデータ取得方法などを、わかりやすく一覧に
まとめています。

講座　国立国会図書館書誌データの利活用―概要と利用方法―

講師からのコメント
　この研修は、「国立国会図書館サーチ」のリニューアルに合わせて、令和6（2024）年9月時点で
の最新の内容を盛り込んで作成したものです。特に重点を置いてご紹介しているのは、令和6年1月
に提供を開始した「全国書誌データ検索」です。「全国書誌データ検索」は「国立国会図書館サーチ」
のサブ画面で、国立国会図書館が収集した国内出版物の書誌データである全国書誌データだけを検索
対象としています。研修では、バーコードリーダーを使ってISBNを連続して読み込んで検索する方
法や、検索結果をExcelに取り込む方法など実務に役立つ内容も解説しています。また、研修前半で
は「書誌データの概要と特色」や各種図書館の「利活用事例」をご紹介していますので、これらをご
覧いただければ、全国書誌データをもっと身近に感じていただけることでしょう。国立国会図書館が
作成した書誌データはどなたでも申請なしに無償でご利用いただけます。この研修を視聴して、様々
な場面でご活用ください。

（収集書誌部収集・書誌調整課）

講座「国立国会図書館書誌データの利活用―概要と利用方法―」の研修動画より

◆URL
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/bib.html
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◆研修概要
「動画で見る資料保存」のメインタイトルのもと、2つの講座を提供しています。「簡易補修」では、和
紙とでんぷんのりを使った簡易な補修の仕方について紹介しています。「簡易帙をつくる」では、費用
をかけずに簡単に作製でき、さまざまな劣化要因から資料を保護する保存容器の作り方について学ぶこ
とができます。いずれの内容も、修復に関して専門的な知識や技術を持たない方が、一般的な資料に対
して手当てを行う場合を想定したものです。

講座　動画で見る資料保存

講師からのコメント
本講座は、収集書誌部資料保存課で行っている資料保存研修の内容に基づき、現場で役立つ教材

を目指して作成しました。
「簡易補修」は、初めて補修に取り組む方にも理解しやすいよう、撮影角度や作業者の手の動きの

見せ方を入念に検討しながら作成しました。「簡易帙をつくる」は、一枚の紙から作れる保存容器の
作製手順を紹介したものです。資料の状態に応じたアレンジ方法も盛り込み、実践的な内容になっ
ています。いずれも、道具の扱い方やのりの塗り加減など、テキストだけでは伝わりにくい作業の
細かな部分にも注目していただけると嬉しいです。

資料保存に関する講座としては、この他にも、火災・地震・水災害等、各種の災害から図書館資
料を守る「資料防災」への基本的な取り組み方をまとめた「図書館資料の防災対策」を公開しており、
今後も資料保存に関連した新しい動画を作成していく予定です。ご関心をお持ちの方は、是非一度
ご覧ください。

（収集書誌部資料保存課）

講座「簡易補修」の研修動画より

講座「簡易帙をつくる」の研修動画より

◆URL
「簡易補修」の講座
https://www.ndl.go.jp/jp/
library/training/remote/
minorrepair.html

「簡易帙をつくる」の講座
https://www.ndl.go.jp/jp/
library/training/remote/
simplecontainer.html
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国立国会図書館は、海外で日本研究に携わる方々を主な対象として、ウェビナーを実施しています。
研究やその支援に必要となる基本的な情報源を知り、活用するスキルを身に付けていただくことが目
的です。内容は国内の図書館員にとっても有益と考えられるため、ウェビナー実施後に、講義の録画
を遠隔研修教材として広く公開しています。日本近現代史、日本語学、近代日本文学など、毎年、取
り扱う分野を変えて実施しており、その分野に関して深い知見をお持ちの有識者に講師をお願いして
います。

日本研究に有用なツールの使い方にとどまらず、具体的で実践的な研究手法を、わかりやすく学ぶ
ことができます。「このようなツールや情報源を使えば、こんな研究ができるのか」。そんな発見があ
る研修です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※講師の肩書は講義時のもの

講師：河西秀哉氏
（名古屋大学大学院人文学研究科准教授）
「デジタルアーカイブを活用した近現代史研究の実践」
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/
remote/2022webinar2.html

講師：岡田一祐氏
（北海学園大学人文学部日本文化学科講師）
「日本語研究に役立つ情報資源の効果的な使い方」
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/
remote/2022webinar1.html

講師：日比嘉高氏
（名古屋大学大学院人文学研究科教授）
「全文テキストデータを利用した近現代日本文学の研究」
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/
remote/2023webinar.html

▼

「私小説」の概念について説明した箇所のスライド

日本研究のための情報源活用法   
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LMSからYoutubeへ
国立国会図書館の遠隔研修事業は、平成

18（2006）年度に始まりました。教材第一
弾は「資料保存の基本的な考え方」。当時の
資料を見ると、公開の２年ほど前からシステ
ム開発とあわせて研修シナリオの検討が行わ
れており、力の入れようがうかがえます。

当初の遠隔研修は、専用の学習管理システ
ム（Learning Management System, LMS）
を通じて受講していただく仕組みでした。自
学自習型の研修を提供できるようにはなっ
たものの、登録制で、定員も設けられてい
たため、誰でも気軽に受講可能というわけで
はありませんでした。またLMSの利用によ
り、学習の進捗管理やテスト、アンケートを
実施できた一方、規格に対応した教材の作成
に多大な労力とコストがかかり、提供件数や
更新頻度が限られるというデメリットもあり
ました。こうした課題を踏まえ、よりよい提
供方法について検討を重ねた結果、YouTube
に移行することになりました。利用者が多い
YouTube上で公開することで、より多くの図
書館員に受講していただける環境を整えるこ
とができたと言えます。

教材の公開も容易になりました。以前は外
部に委託していたコンテンツの作成も、現在
は動画編集ソフトを利用して職員が行ってお
り、毎年複数の教材をラインナップに追加し
ています。

コロナ禍で視聴回数増
　令和2（2020）年には、遠隔研修の視聴回
数が急増しました。同年度の全講座の年間視
聴回数の合計は143,374回。前年度（12,588
回）の、実に10倍以上を記録しました（数
値はいずれもYouTubeの統計より→p.15「数

字で見る国立国会図書館遠隔研修」参照）。
こ の 年、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

（COVID-19）の流行により、全国の図書館
が休館せざるを得なくなりました。在宅勤務
となった図書館員の方も多かったのではない
でしょうか。人と人との対面が制限されたコ
ロナ禍において、多くの図書館員の方々がス
キルアップのために遠隔研修を活用してくだ
さったことが、この数字からうかがわれます。

研修効果を高める工夫
近年は、動画配信である遠隔研修とライ

ブ配信型の研修とを組み合わせることによっ
て、研修効果を高める工夫もしています。例
えば、令和5年11月にライブ配信で実施し
たレファレンスサービス研修「科学技術情報
の調べ方」では、受講者に対し、このテーマ
に関する遠隔研修教材の視聴という事前課題
を課しました。動画で基礎的な内容について
学んだ上で、研修当日は演習を中心とした構
成とし、より発展的な内容を学んでいただこ
うという狙いです。受講者からも「事前学習
と当日の研修がセットになっており、受け身
ではなく能動的に学ぶことができた」と高い
評価をいただきました。今後も、こうした形
式の研修を開催していく予定です。

もっと見てもらえる研修に
遠隔研修は基礎的な内容が中心ですが、公

開中の講座を受講すれば、図書館業務に役立
つかなりのことを学べると考えています。た
だ、中には動画の長さが1時間を超えるもの
もあり、まとまった時間が取れない場合、視
聴をためらう方もいらっしゃるかもしれませ
ん。今後は、隙間時間にも気軽に視聴しても
らえるような、要点を簡潔にまとめた短時間
の動画も増やしていきたいと考えています。
また、「この研修を見てみたい」と思っても
らえるような動画の見せ方やウェブサイトの
構成の工夫も必要かもしれません。

もっと見てもらえる遠隔研修を目指し、こ
れからも検討を重ねていきます。

遠隔研修のこれまで、これから
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レファレンス業務に関する研修
(1) 国立国会図書館の提供するレファレンスツール

国立国会図書館サーチ
―国立国会図書館の提供するレファレンス
ツールを使いこなす―

国立国会図書館サーチ（NDLサーチ）について、主に各図書館でのレファ
レンスに使うという観点から、その特長や活用方法を解説します。

国立国会図書館デジタルコレクション
―国立国会図書館の提供するレファレンス
ツールを使いこなす―

国立国会図書館デジタルコレクションについて、主に各図書館でのレファ
レンスに使うという観点から、その特長や活用方法を解説します。

リサーチ・ナビ
―国立国会図書館の提供するレファレンス
ツールを使いこなす―

リサーチ・ナビについて、主に各図書館でのレファレンスに使うという観
点から、その特長や活用方法を解説します。

レファレンス協同データベース
―国立国会図書館の提供するレファレンス
ツールを使いこなす―

レファレンス協同データベースについて、主に各図書館でのレファレンス
に使うという観点から、その特長や活用方法を解説します。

レファレンス協同データベースの利活用 レファレンス協同データベースの概要や事業に参加する利点等について説
明し、その利活用方法を紹介します。

(2) レファレンス主題

法令資料・情報の特徴と活用法 法令や判例を探すためのツールの内容や特徴と、調べ方を紹介します。

議会資料・情報の特徴と活用法
―インターネット上の国会情報を中心に―

国会の活動の中で発生する資料や情報（会議録、議案、予算・決算、質問
主意書・答弁書）をインターネットで検索する方法を解説します。

官庁資料・情報の特徴と活用法
―インターネット上の行政情報を中心に―

官庁資料・政府刊行物の調査に有用なウェブサイトや、特徴的な資料群（閣
議決定・白書・公的統計・審議会資料）に関するウェブサイトを紹介します。

インターネットで使える国立国会図書館の
立法情報 国会会議録検索システムと日本法令索引の基本的な使い方を紹介します。

経済社会情報の調べ方 経済社会情報を調べるための基礎知識について解説します。

近現代政治史料の概要―書簡を中心に 書簡を中心とする近現代政治史料の解読に必要となる基礎知識について解
説します。

科学技術情報の調べ方 科学技術分野のレファレンスに関する基礎的な知識や技術を解説します。

科学技術分野専門資料各論（規格、会議録） 科学技術関係資料のうち、規格と会議録に関する基本的知識と調べ方を解
説します。

人文情報の調べ方（初級編） 人文分野のレファレンスに役立つツールを紹介し、それらの活用方法や調
べ方の基本を、初級レベルの内容で解説します。

音楽資料概論―音楽資料とは何か 音楽情報の生成過程や、楽譜やAV資料の利用や検索にあたって必要とな
る基礎知識について解説します。

図書館員のための音楽知識 基本的な音楽用語、西洋音楽史及び日本音楽史の流れ、代表的な楽曲、楽
器、編成の基礎的知識について解説します。

児童文学基礎講座：この本よんだ？ 小学
校中高学年に向けて

小学校3～6年生の子どもの特性や、この年齢の子どもにお勧めの本につ
いて考える講義です。

児童文学基礎講座：多彩なテーマで幅広い
読者をつなぐ絵本の魅力

様々なジャンルの絵本を紹介し、絵本を評価・選書する際に持つべき視点
について考える講義です。

児童文学基礎講座：児童文学とは何かとい
うとても難しい問題 児童文学の特殊性と、その定義の難しさについて考える講義です。

児童文学基礎講座：日本の児童文学―「声」
の時代、「声」のわかれ

児童文学と、それを子どもに読み聞かせる「声」の関わりを軸として、日
本の児童文学の歴史と現在の問題について考える講義です。

児童文学基礎講座：英米を中心とした外国
の児童文学―その歴史と概要

外国の児童文学の歴史とジャンルの発展について概観し、地域による特色
や、時代・文化による変遷の歴史を、著名な作品を取り上げつつ、論じます。

日本の博士論文の調べ方 日本の博士論文の概要と、国立国会図書館や大学等が所蔵する博士論文の
検索、利用方法を紹介します。

国立国会図書館のサービス活用に関する研修（レファレンス業務以外）

国立国会図書館書誌データの利活用
―概要と利用方法―

全国書誌データを中心に、国立国会図書館の書誌データの特色、目録や文
献リスト作成への活用事例や、利用目的に応じたデータの入手方法を紹介
します。

日本目録規則2018年版のポイント 日本目録規則2018年版（NCR2018）の意義と特徴を、日本目録規則
1987年版（NCR1987）と比較しながら解説します。

国立国会図書館の障害者図書館協力サービ
ス

国立国会図書館が提供する障害者図書館協力サービスの概要を説明し、そ
の活用方法を紹介します。

国立国会図書館デジタルコレクションを
日本研究で活用する（How to make good 
use of the NDL Digital Collections for 
Japanese Studies）

国立国会図書館デジタルコレクションの特徴や、海外からの利用・検索方
法について解説します。

講座一覧 （令和7年3月末現在）
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講座件数と年間視聴回数の推移

講座一覧

※国立国会図書館ウェブサイト「遠隔研修のページ」（https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/index.html）でもご確
認いただけます。 

数字で見る 国立国会図書館遠隔研修

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

講座件数 18 21 23 25 30 32

年間視聴回数 13,812 12,588 143,374 45,602 48,795 35,334

※視聴回数は、一つの講座が複数の動画で構成される場合、すべての動画の視聴回数を合計している。

視聴回数が多い講座
順位 講座名 総視聴回数

1位 動画で見る資料保存：簡易補修 37,394 

2位 児童文学基礎講座：児童文学とは何かというとても難しい問題 35,292 

3位 レファレンス協同データベースの利活用 22,259 

4位 図書館員のための音楽知識 16,765 

5位 科学技術情報の調べ方（令和4年8月までの講座名は「科学技術分野の調べ方」） 14,589 

資料保存、デジタル化に関する研修
動画で見る資料保存：簡易補修 和紙とでんぷんのりを使った、図書館資料の簡易な補修方法を紹介します。

Conservation of Paper Materials: Minor 
Repair

「動画で見る資料保存：簡易補修」のスライドを英語化し、英語字幕を付
けた動画です。

動画で見る資料保存：簡易帙をつくる 簡単に作成でき、さまざまな劣化要因から資料を保護する保存容器の作り
方を紹介します。

図書館資料の防災対策 各種の災害から資料を守る「資料防災」への基本的な取り組み方を、予防、
準備、対応、復旧の4つのステップに分けて説明します。

イントロダクション
～資料デジタル化研修にあたって～

資料デジタル化に係る背景、図書館でのデジタル化の概況について解説し
ます。

資料デジタル化の基礎 図書館の資料デジタル化にあたって必要となる基礎知識や、実務上の注意
点を解説します。

デジタル化資料の権利処理と利活用 資料のデジタル化やデジタル化資料の提供の際に必要な著作権処理等につ
いての基礎知識を解説します。

デジタル資料の長期保存に関する基礎知識 記録媒体の特性の違いやそれらの保存にあたっての課題、デジタル資料の
長期保存の基本的課題と実践事例について解説します。

日本研究のための情報源活用法

全文テキストデータを利用した近現代日本
文学の研究

日本語の全文テキストデータの公開や利用が進む今日において、近現代日
本文学の研究がとり得るアプローチの実践例を、各種電子図書館サービス
を活用しながら、紹介します。

日本語研究に役立つ情報資源の効果的な使
い方

初学者にとって効果的な日本語研究の手法について、実践事例を交えなが
ら紹介します。

デジタルアーカイブを活用した近現代史研
究の実践

大正時代の皇太子による外国訪問というエピソードを素材に、訪問に関す
る経緯や当時の国内の反響等を、デジタル化された史資料から読み解く実
践例を紹介します。

（令和5年度末時点）
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東京国立博物館の模写・模造 
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萌も
え
ぎ
じ

黄
地
小こ
あ
お
い葵
浮ふ
せ
ん
り
ょ
う

線
綾

文も
ん
よ
う様
二に
ば
い
お
り
も
の

陪
織
物
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
導
入

さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
に
よ
り
古
い
織
り
方

を
再
現
し
て
い
る
。書
跡
を
写
す
場
合
に
も
、

例
え
ば
東
大
寺
が
所
蔵
す
る
書
物
を
模
写
し

た
「
東
大
寺
文
書
」
で
は
、
た
だ
筆
で
文
字

を
書
く
の
で
は
な
く
、
ま
ず
文
字
の
形
を
縁

取
り
、
後
か
ら
中
を
塗
り
つ
ぶ
す
手
法
が
取

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
制
作
に
当
た
っ
て
は

再
現
性
の
み
が
追
究
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

中
に
は
展
示
の
た
め
、
元
の
作
品
と
は
異
な

る
彩
色
を
施
し
た
も
の
、
元
の
作
品
に
は
な

い
描
写
を
加
筆
し
た
も
の
な
ど
、
新
し
い
作

品
を
作
り
出
し
た
例
も
あ
る
。

　

本
書
は
、
文
化
財
の
保
存
や
展
示
品
の
充

実
に
と
ど
ま
ら
な
い
模
写
・
模
造
の
多
様
な

役
割
や
、
元
の
作
品
を
単
に
写
し
取
る
だ
け

で
な
い
、
模
写
・
模
造
作
品
独
自
の
魅
力
を

示
し
て
く
れ
る
。
芸
術
品
に
対
し
て
人
々
が

重
ね
て
き
た
探
求
の
成
果
や
、
写
し
手
の
制

作
観
や
創
造
性
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
に
、

ぜ
ひ
本
書
を
お
す
す
め
し
た
い
。

                                      　
　

   （
吉
岡 

歩
）

国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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「絵巻鑑賞のイロハ」
令和６年度企画展示「ひろげて、まいて、あらわれる　絵巻の世界」
関連講演会

展示会場の様子

　これにあわせた関連講演会として、2024 年 10 月 26 日（土）に、東京国立博物館の土屋貴

裕氏を東京本館にお招きし、「絵巻鑑賞のイロハ」と題して絵巻の見方や魅力についてのご講演

をいただきました。ここでは講演会の内容をダイジェストでお伝えします。
（講演筆記・文責　利用者サービス部サービス企画課）

　国立国会図書館では、令和６年度企画展示「ひろげて、まいて、あらわれる　絵巻の世界」

を開催しました。

【東京会場】
東京本館　展示室（新館 1階）：10/1（火）～ 11/9（土）
※日曜、祝日及び 10/16（水・資料整理休館日）を除く
※ 3期に分けて展示替えを実施

【関西会場】
関西館　大会議室（地下 1階）：11/15（金）～ 11/29（金）
※ 11/20（水・資料整理休館日）、23（土・祝）、24（日）を除く

https://ndlsearch.ndl.go.jp/gallery/emaki/digital

同展示の電子版は引き続き公開して
います。
本稿とともにお楽しみください。
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は
じ
め
に

私
は
普
段
、
東
京
国
立
博
物
館
で
学
芸
員
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
企
画
展
示
「
絵
巻
の

世
界
」
に
関
連
し
て
、
大
き
く
三
つ
の
パ
ー
ト
に

分
け
て
、
絵
巻
の
お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
つ
目
は
、
絵
巻
に
関
す
る
基
礎
知
識
と

し
て
、
絵
巻
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
見
て
い
き

ま
す
。
二
つ
目
に
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
以
外
に

も
た
く
さ
ん
の
絵
巻
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
ど

こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
特

に
今
回
の
展
示
の
見
ど
こ
ろ
は
模
本
、
つ
ま
り
絵

巻
を
写
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
模
本
が
と
て
も

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
三
つ
目
と
し
て
、
今
回
の
展

示
資
料
か
ら
い
く
つ
か
の
絵
巻
を
取
り
上
げ
、
皆

さ
ん
と
そ
の
魅
力
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

絵
巻
に
関
す
る
基
礎
知
識

絵
巻
と
は
―
形
状
と
主
題
―

絵
巻
を
そ
の
特
徴
か
ら
定
義
す
る
と
、
ま
ず
絵

が
描
か
れ
て
い
て
、
形
状
が
巻か
ん
す子
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
巻
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、巻
く
、

広
げ
る
、
を
繰
り
返
し
な
が
ら
鑑
賞
す
る
、
つ
ま

り
鑑
賞
に
動
作
が
伴
い
ま
す
。
ま
た
、
屏
風
や
掛

軸
と
異
な
り
、
一
度
に
全
て
の
場
面
を
見
る
こ
と

は
で
き
ず
、
以
前
の
場
面
を
見
る
に
は
、
巻
き
直

し
て
戻
っ
て
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
代
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
よ
う
に
ス
キ
ッ
プ
で
き
ず
、
さ
ら
に
鑑

賞
や
取
扱
い
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
た
だ
、

広
げ
る
こ
と
で
次
々
と
場
面
が
展
開
し
て
い
く
、

そ
の
わ
く
わ
く
感
も
絵
巻
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

本
日
、
展
示
会
場
で
大
き
く
広
げ
て
展
示
さ
れ

て
い
る
絵
巻
の
中
に
、
た
わ
ん
で
曲
が
っ
て
い
る

絵
巻
（「
十
二
類
絵
巻
」）
が
あ
り
ま
す
。
絵
巻
は

60
セ
ン
チ
程
度
の
紙
を
糊
で
つ
な
い
で
長
く
し
て

い
ま
す
が
、
紙
を
つ
な
い
で
い
く
際
の
わ
ず
か
な

ず
れ
が
積
み
重
な
っ
て
大
き
な
た
わ
み
が
生
じ
て

い
る
の
で
す
。
絵
巻
は
肩
幅
程
度
に
広
げ
て
見
る

の
が
前
提
で
す
の
で
、
今
回
の
展
示
で
長
く
広
げ

て
初
め
て
た
わ
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
た
だ
巻
い
て
あ
れ
ば
絵
巻
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、主
題
と
し
て
物
語
（
ス
ト
ー
リ
ー
）

を
伴
う
も
の
が
絵
巻
で
す
。
物
語
が
記
さ
れ
て
い

る
の
が
詞
こ
と
ば
が
き書
と
言
わ
れ
る
文
字
の
部
分
で
す
。
詞

書
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
絵
が
あ
る
と
い
う

順
序
で
交
互
に
続
い
て
い
く
の
が
、
絵
巻
の
基
本

的
な
形
で
す
。
物
語
を
伴
う
と
い
う
点
で
、
図
面

な
ど
を
記
し
た
「
図
譜
」
や
、
文
字
が
少
な
く
絵

が
主
体
で
あ
る
中
国
の
「
画が
か
ん巻
」
と
は
若
干
異
な

り
ま
す
。
描
か
れ
る
物
語
に
は
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル

が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
宗
教
系
絵
巻
と
物
語
系

絵
巻
に
分
類
で
き
、
そ
の
他
に
歌
仙
絵
や
記
録
画

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

講演会会場

『十二類巻物』住吉如慶 写 , 寛文 1（1661）
年 < ん -186>（十二類絵巻）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2590869

土屋 貴裕 氏
東京国立博物館 学芸研究部調査研究
課絵画・彫刻室 室長。専門は日本絵
画史。東京国立博物館で「国宝 鳥獣
戯画のすべて」、「やまと絵―受け継が
れる王朝の美―」などの展覧会を担当。
主な編著に『鳥獣戯画研究の最前線』、

『東京国立博物館セレクション 絵巻』、
『もっと知りたい やまと絵』など。
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歴
史絵

巻
は
中
国
の
画
巻
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の

で
す
。
日
本
の
絵
巻
と
中
国
の
画
巻
の
大
き
な
違

い
は
文
字
と
絵
の
関
係
で
す
。
画
巻
で
は
、
絵
を

主
体
と
し
、
そ
れ
に
簡
単
な
文
字
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
日
本
に
伝
来
し
た
の
ち
、
文
字
の

部
分
が
増
え
て
い
き
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
詞

書
と
そ
れ
に
対
応
す
る
絵
が
描
か
れ
た
も
の
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
文
字
と
絵
の
関
係
が

洗
練
さ
れ
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
、
平

安
時
代
後
期
に
は
い
ろ
い
ろ
な
表
現
様
式
が
確
立

し
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」、「
信
貴
山
縁
起
（
絵
巻
）」、

「
伴
大
納
言
絵
詞
（
絵
巻
）」、「
鳥
獣
戯
画
」
の
い

わ
ゆ
る
四
大
絵
巻
が
作
ら
れ
ま
す
。

絵
巻
の
表
現
様
式

絵
巻
独
自
の
表
現
様
式
を
六
つ
挙
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
点
目
は
、文
字
と
絵
の
配
置
の
在
り
方
で
す
。

詞
書
と
そ
れ
に
対
応
す
る
絵
の
１
ユ
ニ
ッ
ト
を
段

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
が
絵
巻

の
基
本
的
な
形
で
す
。
さ
ら
に
平
安
時
代
末
期
頃

か
ら
は
、
絵
の
中
に
人
物
の
セ
リ
フ
、
人
名
、
場

所
、
状
況
説
明
な
ど
の
言
葉
を
記
し
た
画が
ち
ゅ
う
し

中
詞
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。鎌
倉
後
期
以
降
は
、

詞
書
が
な
く
画
中
詞
の
み
で
構
成
さ
れ
る
絵
巻
も

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
室
町
時
代
以
降
の

御
伽
草
紙
絵
巻
に
も
画
中
詞
が
多
用
さ
れ
て
い
ま

す
。二

点
目
と
し
て
、
横
長
の
フ
レ
ー
ム
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。形
状
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
し
た
よ
う
に
、

紙
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
絵
巻
は
無
限
に
長
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
横
長
の
フ
レ
ー
ム

の
中
で
、
右
か
ら
左
へ
と
物
語
の
時
間
の
流
れ
が

表
現
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、単
に
長
く
し
て
も
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
三
点
目
と
し
て
、
霞
や
樹
木
で
場
面
転

換
す
る
表
現
方
法
が
出
て
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組

の
途
中
で
入
る
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
な
も
の
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
言
う
場
面
転
換
に
は
、

現
世
と
地
獄
の
よ
う
な
全
く
違
う
空
間
を
繋
ぐ
こ

『伴大納言繪巻』書写年不明 < 亥二 -19>（伴大納言絵詞）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2574901　（６コマ目～８コマ目）

『福富双紙』緱山正禎 写, 文政1（1818）年<ぬ二-14>（福富草紙）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2542430/1/23

『伴大納言繪巻』書写年不明 < 亥二 -19>（伴大納言絵詞）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2574900　（７コマ目～１１コマ目）

横長のフレーム、霞や樹木による場面転換の例

画中詞の例。「福富草紙」は詞書を持たず、絵と画中詞
（下図の赤丸部分）のみで話を進める点に特徴がある。

絵 詞

段

絵 詞

段
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と
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
絵
巻
独
自
の
表
現
は
、
掛
軸
の

よ
う
に
一
度
に
全
て
の
画
面
が
目
に
入
る
も
の
と

は
異
な
り
、
巻
い
た
り
広
げ
た
り
し
な
が
ら
鑑
賞

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
四
点
目
の
異
時
同
図
も
同
じ
で
す
。

「
信
貴
山
縁
起
」
を
例
に
見
る
と
、
尼
公
が
大
仏

殿
で
一
晩
に
と
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
行
動
を
一
つ
の

画
面
に
い
く
つ
も
描
い
て
い
ま
す
。
背
景
の
舞
台

は
変
え
ず
に
、
同
じ
人
物
の
時
間
の
経
過
を
描
い

て
い
く
方
法
で
す
。
多
重
露
出
で
撮
っ
た
写
真
に

よ
っ
て
、
月
や
星
の
動
き
が
分
か
る
様
に
似
て
い

ま
す
。

五
点
目
が
吹ふ
き
ぬ
き抜
屋や
た
い台
で
す
。
部
屋
の
中
の
様
子

を
描
く
と
き
に
屋
根
を
描
か
ず
、
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
よ
う
な
感
覚
で
、
屋
内
を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に

鑑
賞
で
き
ま
す
。
特
に
王
朝
物
語
系
の
絵
巻
で
使

わ
れ
、
宗
教
系
絵
巻
で
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
頻
度
で

は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
六
点
目
と
し
て
、
絵
巻
だ
け
に
見
ら
れ

る
表
現
様
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
引ひ
き
め目
鉤か
ぎ
ば
な鼻
が

あ
り
ま
す
。
人
物
の
目
を
細
い
線
で
引
き
、
鼻
を

「
く
」
の
字
（
鉤
形
）
で
描
く
方
法
で
す
。
リ
ア

ル
な
顔
で
は
な
く
、
没
個
性
的
な
顔
が
使
わ
れ
る

こ
と
で
、
画
中
人
物
に
感
情
移
入
し
た
り
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

『竹とり物語』[ 江戸前期 ] 写 < 本別 12-3>
https://dl.ndl.go.jp/pid/1287148/1/11

『源氏物語絵詞』和田正尚 模写 , 明治 44（1911）年 < ん -98>（源氏物語絵巻）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2590780/1/12

『志貴山縁起』[ 江戸中期 ] 写 < す -50>（信貴山縁起）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2574278　（20 コマ目～ 21 コマ目）

吹抜屋台の例

引目鉤鼻の例

異時同図の例
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絵
巻
を
写
す
―
模
本
の
重
要
性

国
宝
や
重
要
文
化
財
の
よ
う
な
絵
巻
が
注
目
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
注
目
す
べ
き
絵
巻
は
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
模
本
は
写
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
寸
分
違
わ
ぬ
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
手
描
き
で

写
し
た
も
の
で
す
の
で
、
そ
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
落
ち
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
足
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
失
わ
れ
た
原
本
が

写
し
に
よ
っ
て
残
っ
て
い
る
場
合
や
、
現
在
と
は

異
な
る
過
去
の
所
有
者
な
ど
、
模
本
に
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
模

本
一
つ
一
つ
に
制
作
目
的
や
模
写
態
度
の
違
い
、

そ
し
て
由
来
が
あ
り
、
絵
や
奥
書
な
ど
か
ら
そ
れ

ら
を
知
る
こ
と
が
模
本
を
見
る
面
白
さ
で
す
。

時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
「
写
し
」
の
態
度

時
代
に
よ
っ
て
写
し
の
「
態
度
」
が
違
っ
て
い

る
と
い
う
の
は
面
白
い
傾
向
で
す
。
鎌
倉
か
ら
室

町
時
代
の
模
本
を
見
て
み
る
と
、
同
じ
場
面
で
も

原
本
と
構
図
が
違
っ
て
い
て
、
あ
る
部
分
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
背
景
は
画
面
か
ら
外
れ
て
い

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
作
品

を
写
そ
う
と
し
て
い
て
も
、
必
要
な
要
素
は
共
通

で
あ
り
な
が
ら
、
大
き
さ
や
モ
チ
ー
フ
の
配
置
が

異
な
っ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
の
人
々

は
比
較
的
自
由
に
そ
の
よ
う
な
写
し
方
を
し
て
い

ま
す
。

続
く
江
戸
時
代
の
模
本
に
つ
い
て
、「
源
氏
物

語
絵
巻
」
を
例
に
見
て
み
る
と
、
そ
れ
以
前
の
時

代
の
よ
う
な
自
由
な
写
し
方
で
は
な
く
、
思
い

の
ほ
か
正
確
に
写
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

模
本
（
左
図
）
は
狩
野
晴せ
い
せ
ん
い
ん

川
院
養お
さ
の
ぶ信
（
１
７
９
６

～
１
８
４
６
）
が
、
松
平
定
信
＊
（
１
７
５
９
～

１
８
２
９
）
の
蔵
書
で
あ
っ
た
白
河
文
庫
の
模
本

を
写
し
た
も
の
で
、
模
本
を
再
度
写
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
代
の
感
覚
で
は
原
本
か
ら

写
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
え
ま
す
が
、
手
控
え
と

し
て
図
柄
と
大
ま
か
な
傾
向
が
分
か
れ
ば
よ
い
と

い
う
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
狩
野
晴
川
院
は
幕
府

に
仕
え
る
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
た
め
、
絵
巻
の
必

要
な
場
面
を
す
ぐ
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
写
し
を

作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

何
の
た
め
に
写
し
が
作
ら
れ
た
か
を
考
え
る
こ
と

が
、
模
本
を
み
る
場
合
に
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
目
的
に
よ
っ
て
写
し
の
態
度
も
異

な
っ
て
く
る
た
め
で
す
。

復
元
模
写
と
現
状
模
写

さ
ら
に
、
近
世
と
近
代
で
、
模
本
の
性
格
が
違

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
春
日
権
現
験
記
絵
」
を

例
に
見
る
と
、
江
戸
時
代
は
、
原
本
の
損
傷
箇
所

を
復
元
し
て
描
く
「
復
元
模
写
」
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
鑑
賞
性
が
高
く
、
き
れ
い
な
も
の
が

見
た
い
と
い
う
動
機
に
よ
る
も
の
で
す
。
他
方
、

大
正
時
代
や
昭
和
期
は
、
原
本
で
色
が
落
ち
て
い

る
と
こ
ろ
や
損
傷
し
た
と
こ
ろ
も
忠
実
に
写
し
て

い
ま
す
。原
本
の
損
傷
箇
所
も
そ
の
ま
ま
描
く「
現

状
模
写
」
と
言
わ
れ
る
手
法
で
、
原
本
の
状
態
の

再
現
性
が
高
く
、
模
写
し
た
時
点
の
絵
巻
の
姿
を

後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
動
機
に
よ
る
も
の
で

『源氏物語絵巻（模本）』狩野晴川院養信 模写 , 江戸時代（19 世紀）（東京国立
博物館所蔵）
https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0064811

『春日権現験記絵巻（模本） 巻第三』冷泉為恭他 模写 , 江戸時代（19 世紀）（東京国立博物館所蔵）
https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0049767

『春日権現験記絵巻（模本） 巻第三』前田氏実 模写 , 大正 14（1925）年（東京国立博物館所蔵）
https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0137853

復元模写の例。原本の損傷箇所を復元して描いている。

現状模写の例。原本の損傷箇所もそのまま描かれている。

＊江戸時代後期の白河藩主で幕府の老中を務めた。寛政の改革でよく知られるが、古典への関心が高く、
古物や古書画を収集、晩年に古物の図録『集古十種』を編纂したことなどでも知られている。21 国立国会図書館月報 768号 2025.4
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す
。ま

た
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
東
京
国
立
博
物

館
と
国
立
国
会
図
書
館
の
模
本
の
「
宿
木
」
の
場

面
（
左
上
図
）
を
見
比
べ
る
と
、
絵
具
の
落
ち
具

合
が
似
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
同
じ
よ
う
な

模
本
か
ら
写
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
見
比
べ
る
こ
と
で
、
模
本
か
ら
模
本
を
写
す

際
の
ル
ー
ト
が
分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

模
本
に
お
け
る
彩
色
の
有
無

模
本
に
は
色
が
付
い
て
い
る
も
の
と
付
い
て
い

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
年
中
行
事
絵
巻
」（
後

掲
）
を
例
に
見
る
と
、
同
じ
色
の
衣
服
に
は
一
部

し
か
色
が
塗
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
か
の
部
分
の
色

は
省
略
さ
れ
、
色
い
ろ
ち
ゅ
う注
と
い
う
彩
色
の
指
示
が
書
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
貴
族
な
ど
の
観
賞
用

で
は
な
く
、
絵
師
が
参
考
に
す
る
た
め
の
粉ふ
ん
ぽ
ん本
、

絵
手
本
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
色
注

の
有
無
で
制
作
の
目
的
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
模
本
に
は
い
ろ
い
ろ
な
目
的
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
模
写
の
態
度
も
違
っ
て
き
ま

す
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
国
立
国
会
図
書

館
の
絵
巻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
の
絵
巻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

今
回
の
展
示
資
料
か
ら
、
特
に
面
白
い
絵
巻
を

紹
介
し
ま
す
。

義
経
奥
州
下
り

室
町
時
代
後
期
の
制
作
と
さ
れ
て
い
る
作
品
で

す
。
正
直
な
と
こ
ろ
精
緻
な
描
き
方
で
は
な
く
、

当
時
の
一
級
の
絵
師
が
描
い
た
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
残
っ
て
い
て
、
今
見
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
室
町
時
代
後
期
は

い
ろ
い
ろ
な
人
々
が
経
済
力
を
持
ち
、
絵
画
を
享

受
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ
て
き
た
時
代
で

し
た
。
特
に
芸
能
と
関
わ
る
よ
う
な
作
品
が
た
く

さ
ん
描
か
れ
、
源
義
経
が
都
落
ち
す
る
話
は
多
く

の
芸
能
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
芸
能

と
関
わ
る
作
品
を
中
心
と
し
た
絵
画
享
受
の
広
が

り
の
中
で
、
こ
う
し
た
作
品
も
作
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
絵
巻
の
最
後
は
藤
原
秀
衡
の
館
で
あ
る
柳

之
御
所
の
場
面
で
す
が
、
柳
の
木
を
記
号
的
に
描

く
、
大
変
分
か
り
や
す
い
表
現
で
す
。
ま
た
、
こ

の
作
品
を
描
き
、
鑑
賞
し
た
の
は
、
都
の
人
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
展
示
資
料
に
は
「
早
雲

寺
」
の
印
が
あ
り
、
小
田
原
城
主
北
条
氏
に
関
係

す
る
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資

『義経奥州下り』[ 室町後期 ] 写 <WA31-18>
https://dl.ndl.go.jp/pid/1288409/1/12

『源氏物語絵巻（模本）』狩野晴川院養信 模写 , 江戸時代（19 世紀）（東
京国立博物館所蔵）
https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0064785

『源氏物語絵詞』和田正尚 模写 , 明治 44（1911）年 < ん -98>（源
氏物語絵巻）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2590780/1/12

『義経奥州下り』[ 室町後期 ] 写 <WA31-18>
https://dl.ndl.go.jp/pid/1288409/1/30

謡曲「安宅」や歌舞伎「勧進帳」の題材にもなっている場面

柳之御所（藤原秀衡の館）
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巻物の冒頭部分
https://dl.ndl.go.jp/pid/1286986/1/4

アア

料
は
箱
書
に
も
情
報
が
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

藤ふ
じ
ぶ
く
ろ
の
そ
う
し

袋
草
子

展
示
資
料
で
一
番
興
味
深
か
っ
た
の
が
こ
の
作

品
で
す
。
巻
物
の
冒
頭
に
あ
る
「
住
之
江
文
庫
」

印
（
ア
）
は
、
絵
師
の
住
吉
家
に
伝
来
し
た
も
の

に
押
し
て
あ
る
も
の
で
、
表
紙
に
あ
る
「
住
吉

内
記
」（
イ
）
と
い
う
の
は
住
吉
家
の
絵
師
の
別

称
で
す
。
奥
書
に
は
「
如
慶
写
」（
ウ
）
と
あ
り
、

江
戸
時
代
前
期
の
や
ま
と
絵
師
で
、
幕
府
御
用
絵

師
で
も
あ
っ
た
住
吉
如
慶
（
１
５
９
９
～
１
６
７
０
）

が
写
し
た
と
分
か
り
ま
す
。
実
は
表
紙
に
あ
る

「
土
佐
光
信
筆
」（
エ
）
も
重
要
で
す
。
土
佐
光
信

は
室
町
時
代
後
期
に
宮
廷
の
絵
所
預
だ
っ
た
、
当

時
の
絵
師
の
ト
ッ
プ
と
言
え
る
人
物
で
す
。
彼
が

活
動
し
た
時
代
に
、
小こ

え絵
と
言
わ
れ
る
小
型
の
絵

巻
、
天
地
（
縦
幅
）
が
通
常
の
絵
巻
の
約
半
分
に

当
た
る
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
も
の
が
流
行
し
た
の
で

す
が
、
光
信
筆
と
さ
れ
る
小
絵
で
あ
る
「
硯
す
ず
り
わ
り破

草ぞ
う
し紙
」（
細
見
美
術
館
蔵
）
な
ど
と
、
同
じ
く
小

絵
で
あ
る
「
藤
袋
草
子
」
は
か
な
り
似
て
い
ま
す
。

「
藤
袋
草
子
」
は
、
残
存
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る

土
佐
光
信
の
作
品
を
模
写
し
た
も
の
か
も
し
れ

ず
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
彼
の
絵
師
と
し
て
の
業

績
を
知
る
上
で
重
要
な
作
品
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『義経奥州下り』[ 室町後期 ] 写 <WA31-18>
https://dl.ndl.go.jp/pid/1288409/1/7

奥書
https://dl.ndl.go.jp/pid/1286986/1/41

ウウ
イ

表紙
https://dl.ndl.go.jp/pid/1286986/1/2

エエ

イイ

「早雲寺」の印がある部分

『藤袋草子』住吉如慶 写 , 慶安 2（1649）年 < 本別 7-561>
https://dl.ndl.go.jp/pid/1286986　（22 コマ目～２3 コマ目）

老夫婦のもとからさらってきた娘を慰めるため、猿たちがもてなしに奮闘している場面。猿たちの心情が画中詞として書き込まれている。
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年
中
行
事
絵
巻

原
本
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
安
時
代
末
期

に
後
白
河
院
（
１
１
２
７
～
１
１
９
２
）
の
命
に
よ
り

制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
60
巻
を
超
え

た
と
言
わ
れ
る
原
本
の
う
ち
、
10
数
巻
が
残
っ
て

い
た
も
の
を
、
江
戸
時
代
に
住
吉
如
慶
が
天
皇
の

命
に
よ
り
写
し
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
様
々
な

儀
式
、行
事
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
絵
巻
で
あ
り
、

模
本
が
数
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。
展
示
資
料
の
一

つ
、
谷
文ぶ
ん
ち
ょ
う
晁
（
１
７
６
３
～
１
８
４
１
）
の
写
し
と
さ

れ
る
作
品
は
、一
部
の
彩
色
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、

鑑
賞
用
で
は
な
く
粉
本
と
し
て
の
模
本
だ
と
分
か

り
ま
す
。

春
日
権
現
験
記
絵

「
春
日
権
現
験
記
絵
」
の
原
本
は
皇
居
三
の
丸

尚
蔵
館
に
収
蔵
さ
れ
、そ
の
模
本
は
春
日
大
社（
白

河
模
本
）、
東
京
国
立
博
物
館
、
国
立
国
会
図
書

館
な
ど
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

展
示
資
料
（
左
）
は
、
住
吉
派
に
学
ん
だ
や
ま

と
絵
師
、
板
橋
貫
雄
（
１
８
０
９
～
１
８
７
２
）
が
明

治
時
代
に
写
し
た
も
の
で
す
。
東
京
国
立
博
物
館

所
蔵
の
現
状
模
写
に
よ
る
模
本
（
右
）
と
同
じ
場

面
を
比
べ
る
と
、
か
な
り
の
部
分
を
補
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

一
方
、
展
示
資
料
の
別
の
場
面
（
左
）
を
、
国

立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
も
う
一
つ
の
模
本

（
右
）
と
比
較
す
る
と
、
左
の
模
本
で
は
剥
落
と

し
て
写
し
て
い
る
箇
所
を
右
の
模
本
で
は
補
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ど
こ
ま
で
正
確
に
写
す

の
か
と
い
う
、
模
写
の
態
度
の
違
い
で
し
ょ
う
。

板
橋
貫
雄
の
模
本
は
奥
書
に
、
白
河
模
本
（
春

日
大
社
蔵
）
を
写
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
板
橋
貫
雄
の
模
本
は
、
現
存
す
る
模
本
か

右図と比べるとかなり復元されている。

（左）『春日権現験記』板橋貫雄 写 <WA31-13>　https://dl.ndl.go.jp/pid/1287496/1/20
（右）『春日権現霊験記絵巻（模本）』前田氏実 , 永井幾麻 模写（東京国立博物館所蔵）　https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/C0015695

正確な剥落模写の部分　　　　　　　　　　　　　　曖昧な剥落模写の部分

『[ 年中行事絵巻 ]』[ 谷文晁 ] 写 , [ 江戸後期 ]< 貴箱 -9>
https://dl.ndl.go.jp/pid/2591107　（23 コマ目～ 25 コマ目）

上図の左上部を拡大したところ。「白」や、緑青（ろくしょう）
の絵具を指す「六」の文字が書き込まれている。

（左）『春日権現験記』板橋貫雄 写 <WA31-13>　第1軸　https://dl.ndl.go.jp/pid/1287489/1/6
（右）『春日権現験記繪』閑野永甫ほか 4 名 写 , 天明 4[1784] 年 < 亥二 -1>　https://dl.ndl.go.jp/

pid/2590960　（16 コマ目～ 17 コマ目）
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ら
模
本
が
作
ら
れ
た
と
い
う
例
で
、
模
本
ど
う
し

の
関
係
を
知
る
上
で
重
要
な
作
品
で
す
。

春
日
大
社
が
所
蔵
す
る
白
河
模
本
は
、
松
平
定

信
以
前
に
半
分
の
写
し
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
定

信
が
事
業
を
引
き
継
い
で
残
り
の
部
分
の
写
し
が

行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
際
、
写
し
の
方
針
や

方
法
、
元
と
な
っ
た
本
が
違
っ
た
た
め
、
前
半
は

剥
落
模
写
、
後
半
は
復
元
模
写
と
分
か
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鳥
獣
戯
画

「
鳥
獣
戯
画
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
写
し
が
制
作
さ

れ
ま
し
た
。
展
示
資
料
は
明
治
26
（
１
８
９
３
）

年
に
安
達
真
速
（
１
８
２
３
～
１
８
９
９
）
が
写
し
た

も
の
で
す
が
、
京
都
府
所
蔵
（
京
都
文
化
博
物
館

保
管
）
の
模
本
『
鳥
獣
人
物
戯
画　

甲
巻
』
に
も
、

同
じ
く
明
治
26
年
に
安
達
真
速
が
写
し
た
と
い
う

奥
書
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
時
期
、
同
じ
人
物
の
模

本
を
京
都
府
と
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

冒
頭
で
、
絵
巻
に
は
物
語
が
あ
る
と
お
話
し
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
模
本
一
つ
一
つ
の
制
作
背
景
や

由
来
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

終
わ
り
に

現
在
展
示
さ
れ
て
い
る
絵
巻
は
、
模
本
と
は
言

え
、
一
つ
一
つ
が
異
な
る
、
言
わ
ば
「
本
物
」
の

作
品
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
模
本
に
限
ら
ず
、

絵
巻
を
見
る
際
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が

作
品
そ
の
も
の
の
大
き
さ
で
す
。
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
の
大
変
小
さ
な
小
絵
が
あ
る
一
方
、
年
中
行
事

絵
巻
の
よ
う
に
大
き
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
大
き

さ
に
は
、
時
代
背
景
や
、
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た

の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
表
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

大
き
さ
は
本
物
を
見
な
い
と
実
感
で
き
ま
せ
ん
。

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
画

像
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
今
回
の
展
示
会
の

よ
う
な
本
物
を
見
ら
れ
る
機
会
を
い
か
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『鳥羽僧正覚融絵巻』安達真速 写 , 明治 26（1893）年 < す -24>　第１軸（丙巻）（鳥獣戯画）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2574234　（４６コマ目～ 48 コマ目）

『鳥羽僧正覚融絵巻』安達真速 写 , 明治 26（1893）年 < す -24>　第２軸（乙巻）（鳥獣戯画）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2574235　（４８コマ目～ 51 コマ目）

※ < > 内は当館請求記号
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国立国会図書館所蔵資料に見る四大絵巻

『源氏物語絵詞』和田正尚 模写 , 明治 44（1911）年 < ん -98>
https://dl.ndl.go.jp/pid/2590780　（6 コマ目～ 7 コマ目）

源氏物語絵巻　帝の子である光源氏と、彼と心を交わした女性たちを巡る物語を綴り、宮中で人気を博した、
源氏物語の名場面を描いたもの。原本は平安時代後期の成立。

『志貴山縁起』[ 江戸中期 ] 写 < す -50>
https://dl.ndl.go.jp/pid/2574276　（23 コマ目～ 25 コマ目）

信貴山縁起　信貴山朝
ちょうご

護孫
そん し

子寺
じ

（大和国）の中興開山である命
みょうれん

蓮の 3つの奇跡譚を描いたもの。山崎長
者の巻（飛倉の巻）、延喜加持の巻、尼公の巻から成る。原本は平安時代後期の成立。

『伴大納言繪巻』書写年不明 < 亥二 -19>
https://dl.ndl.go.jp/pid/2574902　（13 コマ目～ 17 コマ目）

伴大納言絵詞　貞観 8（866）年に起きた、大内裏朝堂院の正門である応天門が放火で焼けた「応天門の
変」を題材に描いたもの。左大臣 源

みなもとのまこと

信 を犯人と述べていた大納言伴
とものよしお

善男が真犯人と判明し、流罪となる。
原本は平安時代後期の成立。

『鳥羽僧正覚融絵巻』安達真速 写 , 明治 26（1893）年 < す -24>
https://dl.ndl.go.jp/pid/2574234　（33 コマ目～ 35 コマ目）

鳥獣戯画　「最も有名な絵巻」のひとつともいわれ、甲乙丙丁の 4巻から成る。擬人化された動物が描かれ
る甲巻が有名だが、乙巻には龍などの空想上の動物が、丙・丁巻には人物も描かれており、「鳥獣人物戯画」
とも呼ばれる。原本は平安時代後期から鎌倉時代前期の成立。
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N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
「
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
児
童
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ

ル
ト
図
書
館
分
科
会
の
活
動
」（
動
画
配
信
）

国
際
図
書
館
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
）
児
童
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

図
書
館
分
科
会
議
長
の
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
マ
ー
テ
ン
ス
氏
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
の
配
信
を
、
国
立
国
会
図
書
館
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
開
始
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
児
童
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
図
書
館
分
科
会
の
活

動
に
つ
い
て
、
第
２
部
で
は
事
前
の
質
問
に
対
し
て
、
図
書
館

の
児
童
サ
ー
ビ
ス
や
児
童
書
に
関
す
る
世
界
の
状
況
も
踏
ま
え

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

図
書
館
で
児
童
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
海
外
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
や
児
童
書
に
ご
関
心
の
あ
る
方

も
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

○
配
信
日
程　

令
和
７
年
３
月
18
日
（
火
）
～
令
和
８
年
３
月

31
日
（
火
）

○
視
聴
方
法　

国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
左
記
の

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
「
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
児
童
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
図

書
館
分
科
会
の
活
動
」（
動
画
配
信
）

h
ttp

s://w
w

w
.ko

d
o

m
o

.g
o

.jp
/even

t/even
t/

event2025-03.htm
l

  

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

企
画
協
力
課 

協
力
係

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

連
続
講
演
「
Ｄ
Ｘ
時
代
の
図
書
館
と
児
童
ヤ
ン
グ
ア

ダ
ル
ト
サ
ー
ビ
ス
」
改
訂
（
動
画
配
信
）

令
和
３
年
11
月
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
て
い
る
連
続
講
演
「
Ｄ
Ｘ
時
代
の
図

書
館
と
児
童
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー
ビ
ス
」
の
う
ち
、「
公
共

図
書
館
の
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
課
題
」
の

内
容
を
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
状
況
を
反
映
し
て
改
訂
し
、
新
た

に
配
信
し
ま
し
た
。

〇
演
題　

公
共
図
書
館
の
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現

状
と
課
題
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
取
組
―

〇
講
師　

鈴
木
佳
苗
氏
（
筑
波
大
学
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系

教
授
、
元
国
立
国
会
図
書
館
客
員
調
査
員
）

○
配
信
日
程　

令
和
７
年
３
月
25
日
（
火
）
か
ら

○
視
聴
方
法　

国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
左
記
の

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

連
続
講
演
「
Ｄ
Ｘ
時
代
の
図
書
館
と
児
童
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

サ
ー
ビ
ス
」

h
ttp

s://w
w

w
.ko

d
o

m
o

.g
o

.jp
/even

t/sp
ecial/

dxlecture.htm
l

  コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
公
共
図
書
館
に
お
け
る
児
童
サ
ー
ビ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
ど
う
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
ご
視
聴

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

企
画
協
力
課 

協
力
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）
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資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り

一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

○
対
象
資
料　

東
京
本
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
19
万
７
千
冊

○
利
用
休
止
予
定
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
６
月
30
日
ま
で

○
対
象
資
料　

東
京
本
館
所
蔵
の
洋
図
書
（
国
内
刊
行
）　

約
２
万
６
千
冊

○
利
用
休
止
予
定
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
６
月
30
日
ま
で

※ 

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー

チ
の
書
誌
詳
細
画
面
の
「
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
」
で
、

「
作
業
中　

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
」
の
表
示
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
検
索
し

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

資
料
の
保
存>

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て>

デ
ジ
タ
ル

化
作
業
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て　

に
掲
載

し
て
い
ま
す
。　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
の
文
化
的
資
産
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
９
０
号

保
護
司
制
度
の
現
状
と
課
題

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
兵
力
の
現
行
の
態
勢

オ
ラ
ン
ダ
王
国
憲
章
概
説
―
オ
ラ
ン
ダ
本
国
と
カ
リ
ブ
海
地

域
の
関
係
を
中
心
に
―

電
子
地
域
通
貨
の
現
状
と
課
題
―
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」「
ネ

ギ
ー
」「
め
ぶ
く
Ｐ
ａ
ｙ
」
の
取
組
事
例
か
ら
―
（
現
地

調
査
報
告
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
６
３
号　

震
災
後
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
復
旧
と
支
援
：
能
登
半
島
地

震
及
び
豪
雨
の
現
場
か
ら

百
週
年
を
迎
え
た
東
洋
文
庫

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
文
献
調
査
ツ
ー
ル

日
本
の
公
共
図
書
館
に
お
け
る
地
域
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
及

び
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
現
状

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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01	 <Book	of	the	month	-	from	NDL	collections>

	 Oshiegusa:	Woodblock	prints	illustrating	the	manufacturing	process	of		
	 products	in	the	early	Meiji	era

06	 Do	you	know	our	remote	training	programs?	
	 Receive	training	from	the	National	Diet	Library	anytime,	anywhere!

17	 Lecture	related	to	the	exhibition	“Open,	roll,	and	appear:	The	world	of	picture		
	 scrolls”	
	 “How	to	Appreciate	Picture	Scrolls” 

05	 <Tidbits	of	information	on	NDL>
	 The	secret	enjoyment	of	the	training	section

16	 <Books	not	commercially	available>
	 Tokyo kokuritsu hakubutsukan no mosha ・ mozo =		Copies	in	the	Tokyo	National	Museum	collection:	
	 Sosoki no tenji to kenkyu: Soritsu hyakugojunen kinen tokushu 

27	 <NDL	Topics>
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